
自己評価

の妥当性
学校への助言等

Ⅰ
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（１）

教育目標

（２）

教育活動の

評価

児童生徒が

充実した生

活を送ってい

る。

◎学校は楽しい。

　１～4年　94%(９０％)

◎充実した学校生活を送って

いる。

　5～7年　94%(91％)

　８～９年　89%(９４％)

　保護者　 95%(９２％)

〇学校は落ち着いて学習できる

雰囲気である。

　保護者　82%(７８％)

◎子どもたちは、部活動など自

分のしたいことに熱心に取り組

んでいる。

　保護者　90%(８８％)

◎児童生徒が充実した学校生

活を送れるよう努めている。

　教員　100%(１００％)

◇児童生徒会が今年度スロー

ガンに掲げた、いじめのない学

校を目指して、全職員一丸と

なって、教育活動を進めた。

◇習得期の最高学年４年・充実

期の最高学年７年・発展期の最

高学年９年生が模範となり、落

ち着いた学校生活を送ることが

できた。

A

（A）

□学校教育目標である「自

律・挑戦・協創」について、

児童生徒への意識付けを日

頃から継続的に行い、自分

で決めて行動し、目標に向

かってやり抜き、人に優しい

子どもの育成をめざす。

□学校全体で取り組む行事

を中心に、上級生があこが

れの存在となるよう、企画・

運営する機会を設定し、児

童生徒が主役となる学校を

めざす。

〇

●昨年度に比べ、どの学

年も落ち着きが見られる。

●部活動においては、熱心

で楽しそうな姿がよくみ見

られる。

児童生徒が

行事等に生

き生きと取り

組んでいる。

◎係や当番の仕事や児童会

（委員会）活動、クラブ活動・部

活動などに積極的に取り組ん

でいる。

　１～４年　93%(９３％)

　５～７年　93%(９３％)

　８～９年　92%(９３％)

　保護者　 92%(９２％)

◎子どもたちは様々な行事に

生き生きと取り組んでいる。

　保護者　　95%(９４％)

◎児童生徒会活動の活性化に

向けた取組を行っている。

　教員　95%(９４％)

◇児童生徒会活動、スマイル活

動、学校行事等の計画につい

て、児童生徒が中心となって運

営することができた。

◇様々な分野における外部人材

を活用し、体験的な学習を通し

てキャリア教育を実施することが

できた。

A

（A）

□4-3-2制の学年区分を

意識し、昨年度の課題であ

る５年生ギャップを克服する

ため、５年生が１～４年生を

対象にした交流の機会を設

定し、自己有用感を育む取

組を今後も継続する。

□児童生徒の将来に向けた

取組として、９年生の卒業

式、７年生の立志式、６年生

の６年間の感謝を伝える会、

４年生の旅立ちの式と、様々

な節目で儀式的な行事を通

して、夢や目標を該当学年

の保護者を招いて語りかけ

る取組を実施する。

〇

２

学

習

指

導

及

び

学

習

環

境

(1)

学習意欲

学習環境

落ち着いた

環境の中で、

学力向上を

目指し、児童

生徒の意欲

を高める取組

を進めてい

る。

◎授業を通して「できたこと」

「わかったこと」が増えたと感じ

る。

　１～4年　94%(9５％)

　５～７年　96%(９３％)

　８～９年　92%(９５％)

◎授業を通して、「伝える力」や

「考える力」がついた。

　５～７年　90%(９２％)

　8～9年　87%(8７％)

◎学校は、落ち着いて学習でき

る雰囲気である。

　保護者　 82%(７８％)

◎教員が互いの授業を見合い、

指導力の向上を図っている。

　教員　91%(８５％)

◎総合学力調査の結果分析を

もとに、9年間の系統的な教科

指導を行っている。

　教員　94%(８７％)

◇教員の授業力向上に向け、授

業研究の機会を増やし、児童生

徒の学習意欲を高める指導に

努めた。

◇各テストの結果や日常の授業

の振り返りを授業改善に生かす

ように努めた。

A

（A)

□全ての児童生徒にとって

分かりやすい授業づくりとし

て「めあて」を明確にし、デジ

タル教材の活用を中心に視

覚的に示す等、好奇心を駆

り立てる発問や助言など、学

校全体で意識して取り組

む。

□全ての教科等の基礎とな

る汎用的基礎読解力（リー

ディングスキル）の向上に向

け、先進地への視察や授業

研究、教職員研修を実施し、

授業力を向上させる必要の

ある分野を確認しつつ、普

段の授業に活用する方法の

構築に取り組む。

〇

●「学校は、落ち着いて学

習できる雰囲気である。」

の項目において、保護者評

価が上がっていることは、

日々の学級づくりや先生方

の取組の成果が表れてい

ると感じる。

令和７年度　学校評価

王寺町立王寺南義務教育学校

教育目標  　「学び続けて未来を拓く～自律、挑戦、協創～」
運営方針
①児童生徒の実態を把握し、児童生徒が主役で、安心・安全に学校生活を送ることができるよう教育活動を進める。
②開校３年目を迎え、分離型義務教育学校ならではの取組（９年一貫教育）を進める。

学校関係者評価

※自己評価の妥当性については、

　　妥当である…○

　　妥当ではない…△　　として評価

大

項

目

中

項

目

※児童生徒、保護者アンケートの結果については、

　　肯定的回答の割合が、　　◎ A：80％以上　　○ B：79％～60％　　△ Ｃ：59％～40％　　▼ Ｄ：39％以下　　として、自己評価に反映。

※自己評価については、　　できた…A　　どちらともいえない…B　　課題が見られる…Ｃ　　の3段階で評価。

小項目 評価指標
教員アンケート結果

（数値％はアンケートの肯定的回答）

取組と成果
自己評価児童生徒、保護者アンケート結果

（数値％はアンケートの肯定的回答）
課題・改善方策



(2)

新たな環境

を生かした指

導方法の工

夫改善

デジタル教科

書等のICT

機器を活用し

た授業を進

めている。

◎クロームブックやデジタル教

科書などのICT機器を活用し

た授業は、わかりやすい。

　1～4年　94%(9２％)

　５～７年　83%(９０％)

　8～9年　75%(８２％)

　保護者　　87%(8４％)

◎学校は、デジタルドリルや総

合学力調査など様々な工夫を

して学力向上に努めている。

　保護者　　86%(８２％)

◎ICT機器を効果的に活用した

学習を行っている。

　教職員　　94%(9７％)

◇ICT支援員のサポートにより、

充実した活動（全国学力学習状

況調査・CBT・アンケート等）が

できた。

◇ICT機器の活用については、

PTA運営委員会等で、保護者

や地域に取り組みや活用方法を

周知した。

A

（A）

□ICT支援員の協力の下、

個別最適化の時間に学習

意欲を高める授業づくりに

向け、ICTの活用方法を構

築する。

□２学期より新しいクローム

ブックが支給され、取り扱い

方については、さらに保護者

への注意喚起も含め啓発が

必要である。

□総合学力調査の結果を

授業に生かし、デジタルドリ

ルを効果的に活用し基礎学

力の定着とともに、個別最適

な学習の推進に努める。

〇

▲「クロームブックやデジタ

ル教科書などのICT機器

を活用した授業は、わかり

やすい。」の質問に対し、８

～９年生の数値が低いこと

が気になる。

◆新しいクロームブックの

取り扱い方については、さ

らに保護者への注意喚起

も含め啓発が必要である。

◆児童生徒にあった学習

課題に取り組めているか、

教員の把握が必要であ

る。

自分にあった

学習をするな

ど、個別最適

化の学習を

進めている。

○デジタルドリルなどを使い自

分にあった学習課題に取り組

み、できなかったことができるよ

うになった。

　1～4年　90%(９１％)

　5～7年　77%(８０％)

　8～9年　63%(6５％)

◎デジタルドリルなどを活用した

個別最適な学習を行っている。

　教員　93%(９３％)

◇太子学舎では金曜日に午前

中40分５限授業、畠田学舎では

文科省授業時数特例校の指定

を受け45分授業を実施し、生み

出した30分を「いつ今タイム」と

位置づけて取り組み、個別最適

な学習の在り方の研究を進め

た。

B

（A）

□「いつ今タイム」の活用方

法について、畠田学舎にお

いては、５～９年で週４コマ

30分、太子学舎ではさらに

増やし、児童生徒の夢の実

現に向けた自己調整学習や

探究に充てる取組を進める。

□デジタルドリルについて

は、「いつ今タイム」を中心に

活用したが、効果的な活用

方法の研究を進める必要が

ある。

○

▲デジタルドリル等の活用

において、児童生徒と先生

方に活用意識のズレがあ

る。

●自己調整学習や探究に

充てる取組に期待する。

(３)

情報化への

対応

（プログラミ

ング教育、

リーディング

スキルの育

成、メディアセ

ンターの活

用）

メディアセン

ターを活用

し、読書や調

べ学習を進

めている。

◎プログラミングの授業は楽し

い。

　1～4年　94%(９４％)

　５～７年　75%(８２％)

　8～9年　71%(６７％)

〇メディアセンターを活用して

読書や調べ学習ができた。

　1～4年　91%(９４％)

　５～７年　73%(７２％)

　8～9年　51%(５８％)

〇子どもたちは、読書をする機

会がある。

　保護者　 73%(７７％)

〇学校ではプログラミングの授

業を行っている。

　教職員　　67%(６９％)

◎メディアセンターやＩＣＴ機器を

効果的に活用し、自ら課題を見

つけ解決する学習を進めること

ができている。

　教職員　　85%(９３％)

◇学校司書の協力を得て、児童

生徒のおすすめの本を紹介する

コーナーを開設した。

◇国語科・図工・美術科との教

科横断的な取組として、６・８年

生、図書委員会によるおすすめ

の本紹介、オンライン読書会、ビ

ブリオバトルへの参加、ボラン

ティアによる読み聞かせ等を

行った。

B

（B)

□プログラミングの授業に

関しては、教科が限定される

ため、教職員の数値は低く

なっている。

□今年度実施した、プレビブ

リオバトルを定着させ、読書

活動をさらに充実する仕掛

けを国語科教員と学校司書

と連携し構築する。

□読解力向上のための研

究で連携している教育研究

所とタイアップして、読書活

動を推進する取組を継続的

に取り組む。

○

◆読書に興味が持てるよ

う、例えば、教室に本を置く

などの工夫を行う。

(4)

グローバル化

への対応（英

語教育の推

進）

英語教育に

肯定的な回

答を８５％以

上にする。

◎英語を使って会話をすること

は大切だと思う。

　1～4年　91%(８８％)

　5～7年　83%(８７％)

　8～9年　75%(７９％)

◎学校は、ALTの活用や英語

教育の推進に取り組んでいる。

　保護者　　84%(８３％)

◎ALTを活用した英語教育に

取り組んでいる。

　教職員　94%(9７％)

◇教科として位置づけられてい

る３年生以上は、専科教員によ

る指導を行うとともに、全学年で

ALTを活用した授業に取り組ん

だ。

◇1～9年生対象に英検講座を

実施し、88(１００)名が受検し

た。

A

（A)

□県小外国語研究会の研

究授業を畠田学舎で実施

し、県内の外国語科担当教

員に授業を公開した。その

際、講師の先生より指導助

言をいただいた内容につい

て、授業改善に努めていく。

□英語への興味・関心を高

める授業づくりを進める。ま

た、英検講座を実施するな

ど、９年生で英検３級以上の

取得を目指す。

○

◆英語に関しては、経験と

学習の成果だけでなく、ま

ずは興味をもつ仕掛けづく

りが大切である。



(5)

和プロジェク

トの推進

王寺を知る、

考える、関わ

る取組を進め

る。

◎王寺町についてさまざまなこ

とを知る・考える・関わる取組を

行っている。

　1～4年　93%(９２％)

　5～7年　83%(８４％)

　8～9年　66%(６８％)

◎学校は、王寺町に関わる取

組を行っている。

　保護者　　88%(８５％)

〇和プロジェクトの取組として、

王寺町を知る・考える・関わる取

組を行っている。

　教職員　95%(7９％)

◇菜種油搾り体験、休耕田の芋

ほり、観光ボランティアによる町

探検、子ども一日町長体験、子

ども議会体験等に参加した。

◇町制100周年に向けた取組

を実施した。

A

（B）

□各学年で実施している王

寺町や日常生活に関わるゲ

ストティーチャーによる取組

について、整理し、系統的か

つ効果的に学習や体験が

進められるよう計画を見直し

た。

□社会科や総合的な学習

の時間を中心とし、社会に

参画するシビックプライドの

育成に向けた取組をより充

実させる。

〇

◆大人になったとき、「王

寺に住んでいて良かった」

と思えるよう、王寺町との

関りを持つ機会を増やして

もらいたい。

３

生

徒

指

導

基本的生活

習慣

規範意識

社会性

あいさつな

ど、児童生徒

に基本的な

生活習慣、規

範意識を身

に付けてい

る。

◎学校のきまりや社会のルール

を守って生活している。

　1～4年　99%(9７％)

　5～７年　91%(9７％)

　８～9年　95%(9７％)

　保護者　　95%(９０％)

◎学校は、児童・生徒に基本的

生活習慣を身に付けさせようと

している。

　保護者　　93%(９０％)

◎協力して掃除をしている。

　1～4年　96%(9５％)

　5～７年　93%(9５％)

　８～9年　95%(9０％)

◇学校生活のきまりを統一して

いる。教員のきめ細かな指導に

より、落ち着いて学習ができる環

境にある。

◇伝統である南中式清掃を中

心に異学年交流を実施し、先輩

から後輩へ清掃方法を伝承して

いる。

◇全体的に、基本的生活習慣や

規範に対する意識は高い。

◇オンラインによる全校朝会等

の機会を活用し、目標や夢、生

活ルールの確認、表彰伝達等に

よる自己肯定感を涵養する場面

を多く設定した。

A

（A）

□全ての教員が、児童生徒

の安心・安全な学校生活を

守るべく、まずはあいさつを

大切にしコミュニケーション

を図っていく。さらに、危機意

識をもち、日々、児童生徒と

の関わりを深めていく。

〇

●学校と地域・保護者の

取組が、人間形成を支える

大切な要素になっている。

今後もその繋がりを継続し

てもらいたい。

◎自分からあいさつをするよう

心がけている。

　1～4年　86%(９１％)

　5～7年　89%(９１％)

　8～9年　90%(89％)

〇子どもたちは、よくあいさつを

している。

　保護者　　79%(7５％)

◎あいさつをするよう指導してい

る。

　教職員　100%(９７％)

◇生徒会長が、あいさつは大切

であることを全校児童生徒へ伝

えて、児童生徒会が中心となっ

た「あいさつ運動」を毎週火・木

曜日に実施した。

◇児童生徒会が目標とした挨

拶ができる学校をめざし、自発

的な活動として「あいさつ運動」

を進めた。

A

（A)

□挨拶をはじめ、言葉遣い

や礼儀作法について考える

機会をより充実させる。

〇

◆「あいさつ」の指導につ

いては、家庭によるものが

大きいので、保護者への働

きかけが必要である。

教育相談の

充実

児童生徒の

悩みや相談

にていねいに

対応してい

る。

◎自分の悩みや話を聞いてく

れる友だちや先生がいる。

　1～4年　95%(9４％)

　5～7年　91%(８９％)

　8～9年　88%(９１％)

〇先生は、児童生徒と信頼関

係があり、児童生徒の悩みや相

談に丁寧に対応している。

　保護者　　83%(７５％)

◎児童生徒の悩みに丁寧に対

応している。

　教職員　　100%(１００％)

◎教育相談などを通して、児童・

生徒の心のケアに努め、いじめ

や不登校などへの早期対応に

つながる指導を行っている。

　教職員　　98%(9７％)

◇いじめに関するアンケートや

人権に関するアンケート、学校独

自の生活アンケートを実施し、教

育相談に活用した。

◇SCやSSWと連携し、コンサル

テーションやケース会議を適宜

実施した。また、隔週で教育相

談部会を開催し、SSWに参加し

てもらい専門的なアドバイスを

受けた。

◇不登校傾向にある児童生徒

に対して、教員を配置し「やわら

ぎ教室」を中心とした居場所づ

くりに取り組んだ。

A

（A）

□アンケートを定期的に実

施し、児童生徒の実態把握

に努め、教育相談週間によ

り丁寧に対話を深める。

□「やわらぎ教室」の運用に

ついて、児童生徒が登校で

きるよう工夫を凝らし、さら

に、保護者と情報の共有を

適宜行う。

□SCやSSWとの連携を進

め、命に関わる重大案件に

ついては、関係機関と連携し

迅速に対応する。

□不登校傾向の児童生徒

が増えてきていることが課題

である。生徒指導部と教育

相談部が連携して取組を今

後一層進める。

〇

●先生方は、児童生徒の

悩みに対して、丁寧に対応

している評価は高いが、先

生方の心身の負担が大き

くなっていないかが心配で

ある。チームで対応するこ

とを期待する。

◆不登校対応について、

学校外にも王寺町内にケ

アできる場所を設置してい

く必要があるのではない

か。



学校行事

児童会活動

生徒会活動

部活動

様々な行事に

意欲的に取り

組み、、充実

感や達成感

を感じてい

る。

◎係や当番の仕事や児童会

（委員会）活動、クラブ活動・部

活動などに積極的に取り組ん

でいる。

　１～４年　93%(９３％)

　５～７年　93%(９３％)

　８～９年　92%(９３％)

　保護者　　92%(９２％)

◎子どもたちは様々な行事に

生き生きと取り組んでいる。

　保護者　　95%(９４％)

◎児童生徒会活動の活性化に

向けた取組を行っている。

　教員　95%(９４％)

◇学校行事や学年行事で、児

童生徒が発達段階に応じて主

体的に活動できるよう努めた。

◇太子学舎においては、４年生

が中心となり、畠田学舎におい

ては児童生徒会に５・６学年代

表の児童も参画し自治的な活

動を進められた。

A

（A)

□特別活動の目的を児童

生徒に示し、自主性、主体性

の涵養に努める。

〇

●児童生徒を中心に、生き

生きと物事に取り組んでい

る様子が見られる。

異学年交流

を工夫し、よ

りよい人間関

係づくりに努

めている。

○他学年の人と一緒に活動す

ることは楽しい。

　1～4年　94%(９３％)

　5～7年　79%(８２％)

　8～9年　79%(８５％)

◎行事や日々の中で下級生の

手本となるように意識し、活動

している。

　1～4年　91%(８８％)

　5～7年　80%(８０％)

　8～9年　73%(７４％)

◎行事や日々の中で上級生・

同級生から学ぶことがある。

　1～4年　84%(８６％)

　5～7年　79%(７８％)

　8～9年　82%(８５％)

◎子どもたちは。異学年との交

流を楽しみにしている。

　保護者　　80%(８０％)

◎学校行事や教育活動の中

で、異学年交流を工夫し、よりよ

い人間関係づくりに努めている。

　教職員　93%(９７％)

〇４－３－２制の取組を推進して

いる。

　教職員 　86%(６５％)

◇特別活動部が中心となって、

異学年交流を企画・運営した。

（運動会、体育大会、文化発表

会（音楽会）、１年生を迎える

会、９年生を送る会、球技大会、

かるた大会　など）

◇今年度より、４年生が畠田学

舎に来校し、体育大会の５・６・

７・８～９年の表現演技を見学

し、上級生から刺激と感動を得

られる機会を設定した。

◇日常的に異学年が交流して

いる場面を、王南通信や学年通

信等で保護者や地域に伝えた。

それらの様子について、視察に

来られた方々へは、児童生徒会

がスライドを用いて紹介した。

A

（A）

□学校教育目標である「協

創」において、人を大切にす

る力を育むため、学校行事

を中心とした取組を通して

人間関係の構築を図る。

□4-3-2制の各学年区分

を意識した取組のさらなる

充実に向け、学年主任を中

心に異学年が連携し、学校

行事の実施を検討している。

〇

●学校行事を含む教育活

動には、準備等の面で負

担になる部分があるだろう

が、人間関係づくりや思い

出づくりには欠かせないも

のなので、充実させてほし

い。

進路指導

キャリア教育

勤労観や職

業観を養い、

将来の進路

や生き方を考

えさせる指導

をしている。

◎目標に向かってあきらめずに

取り組んでいる。

　１～４年　95%(９５％)

　５～７年　93%(９４％)

　８～９年　89%(９０％)

◎学校では、将来の進路、夢、

目標について学習する機会が

ある。

　５～７年　96%(９４％)

　8～9年　96%(９７％)

◎学校は、子どもたちに自分の

目標に向かって粘り強く取り組

むよう指導している。

　保護者　　82%(８０％)

〇学校は、子どもたちに、将来

の生き方や進路を考えさせてい

る。

　保護者　　76%(7６％)

◎学校では探究的な学習を実

施している。

　教職員　88%(８７％)

◎児童生徒に将来の夢や生き

方、進路について考えさせようと

している。

　教職員　94%(９４％)

◇ゲストティチャーによる講義と

実技、福祉体験、夢先生、進路

学習（ようこそ先輩）等を中心に

キャリア教育の取組を進めた。

◇4年生で「旅立ちの式」、7年

生で「立志式」を実施し、節目を

意識させることで、今後の目標

を立てる機会とした。

A

（A)

□９年生の進路選択を中心

としたキャリア教育につい

て、職業観や勤労観をより豊

かに育むため、教育課程上、

中心的な役割を果たす教育

活動が、道徳科や特別活動

であることを意識した上で、

学校全体でさらに系統的に

取り組んでいく。

□キャリアパスポート等を活

用し、９年間を見通したキャ

リア教育を計画的に進める。

後期課程で将来の生き方や

職業などを考えさせる取組

（夢先生・企業プレゼン等）

を継続的に進める。

〇

◆時代と共に将来の考え

方が多様化しているので、

固定観念にとらわれず、

様々な選択肢があることを

児童生徒に伝えることが

大切である。
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人権教育 命や人と人と

のつながりを

大切にする取

組をしてい

る。

◎いじめを許さず、命や人と人

とのつながりを大切にしている。

　1～4年　97%(９７％)

　5～7年　97%(９７％)

　8～9年　96%(９７％)

◎学校は児童生徒間の人間関

係を大切にし、いじめを許さな

い教育をしている。

　保護者　88%(8３％)

〇人権教育の重要性を認識し、

一人ひとりを大切にした教育を

行っている。

　教職員　100%(9７％)

◇いじめに関するアンケートや

人権に関するアンケート、学校独

自の生活アンケートを実施し、教

育相談に活用した。

◇生徒指導・特別支援において

気になる子・課題のある子・支援

を要する子等に関する「見守る

子研修」を年２回ずつ実施し、子

どもたちの実態とそれに対する

取組について教職員で共有し

共通理解を図った。

◇郡人教実践報告（５・８年）に

向けた校内研修を通して、児童

生徒の実態や取組を全教職員

で共有し、共通理解することで

人権教育に対する意識の向上

を図った。

A

（A)

□人を大切にする力を育む

ため、命を大切にすること

や、どうすればいじめがなく

なるかをあらゆる機会を通し

て児童生徒と考える。また、

教育相談等の取組をより効

果的に行う。

□研究大会への参加や実

践報告等を通して、教職員

自身の人権感覚を磨く取組

を継続する。

〇

◆児童生徒の成長のため

にも、愛情をもって、ダメな

ことはダメだときちんと伝え

られる指導を期待する。

特別支援教

育

一人一人が

心地よく過ご

せる学級・学

年の雰囲気

づくりに努め

ている。

◎学校には安心して過ごせる

雰囲気がある。

　1～4年　92%(９２％)

　5～7年　85%(８１％)

　8～9年　74%(８４％)

◎学校は、特別支援教育を充

実させ、個に応じた指導を行っ

ている。

　保護者　96%(９５％)

◎ユニバーサルデザインを意識

し、一人ひとりが心地よく過ごせ

る学級・学年の雰囲気づくりに

努めている。

　教職員　97%(９８％)

◎特別支援教育を充実させ、個

に応じた指導を行っている。

　教職員　98%(９７％)

◇異学年交流を中心とした自立

活動を積極的に取り入れた授

業を展開した。

◇通級指導教室の取組につい

て、職員研修を実施したり、授業

見学週間を設定し、理解を深め

る機会を設定した。

◇「見守る子研修」を定期的に

実施し、児童生徒理解を深め

た。

A

（A)

□特別な支援や通級指導を

必要とする児童は、年々増加

傾向にある。きめ細やかに

対応できるよう、体制の整備

が課題である。

□「見守る子研修」に加え

て、特別支援教育に関する

研修として、児童生徒への

関わり方や支援の仕方等を

より充実させる必要がある。

□後期課程においては、県

立高等学校への進学を希

望する生徒への支援の在り

方について、自立活動はもち

ろんのこと、通常学級でのナ

チュラルサポートによる支援

を行い、個別の課題への対

応をより充実させる。

〇

学校運営へ

の参画

校務分掌の

活性化

各分掌・学年

の連携が円

滑に行われ

ている。

◎日頃から業務に対して効果的

に取り組み、教育活動の充実に

努めている。

　教職員　100%(９７％)

◇運営委員会・職員会議、学年

会を定期的に開催したことで円

滑な校内運営ができた。
A

（A)

□一人一役を基本に、学校

運営への参画意識をもてる

組織にする。

□各部会の企画について、

協議事項を全職員が事前

に把握できるよう、ICTを駆

使し会議をより円滑に進め

る工夫が必要である。

□各学舎毎の校務分掌を

統一し、さらに、総括会議に

向けて段階的に会議を設定

し、全体で共有し次年度に

繋げていく。

〇
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校内研修

授業研究

教育実践や

指導方法の

改善に役立

つ研修を行っ

ている。

◎子どもたちは、まわりの人に

わかるように自分の思いや考え

を伝えている。

　保護者　　８１%(７４％)

◎言語活動（RS)の充実に向け

た学習を行っている。

　教職員　97%(９６％)

◎教員がお互いに授業見学を

行い、指導力の向上を図ってい

る。

　教職員　91%(８５％)

◇校内研修や県や郡を対象とし

た公開授業を複数回実施した。

特に、校内研修では、研究協議

に県教委から指導主事を招聘

し、指導力の向上を図った。

◇若手教員の指導力向上をめ

ざして、夏期研修や自主的に授

業を公開する「学び合いｗeek」

を設定するなどして、授業力の

向上をめざした。

◇「汎用的基礎読解力向上」の

協力校として県立教育研究所と

の連携を生かして研究を推進し

た。また、「教職大学院学校実

習」の協力校として、奈良教職

大学院と連携し、教員をめざす

学生の育成に協力した。

A

（A)

□「主体的に学び、自分の

考えを伝え合う子どもの育

成」を研究主題とし、学校教

育目標の自律・挑戦・協創

における目指す子ども像を

意識して研究を進めた。

□全国学力学習状況調査

や総合学力調査、リーディン

グスキルテストの結果を全

職員で分析し、児童生徒の

学びをサポートするため、教

員の授業力向上が必要で

ある。

〇

働き方改革 デジタル化に

より、業務軽

減を図ってい

る。

◎日頃から業務に対して効果的

に取り組み、教育活動の充実に

努めている。

　教職員　100%(９７％)

◇ICT支援員のもと、オンライン

による会議、連絡掲示板やグ

ループウェアの活用、会議の

ペーパーレス化等により業務の

効率化を図っている。

◇管理職、主幹教諭、教務主

任、事務を中心に、デジタル化に

よる業務軽減ができるよう工夫

している。

◇クラスルームやスライド等の活

用を積極的に行い情報共有を

行った。

A

（A)

□新校務支援システムや、

県立高校入試に関するWeb

出願システム等への対応に

時間を要しており、勤務が超

過することがある。

□定時退勤日を週に１日設

定しているが、定着までは

至っていない。また、令和8

年以降の部活動の在り方と

併せて、勤務時間を超える

部活動の在り方について検

討していく。
〇

安全管理

安全教育

安全で安心

な学校への

取組を推進

する。

◇王寺町母の会や西和警察、

西和消防署と連携を図り、避難

訓練や交通安全教室、不審者

対応訓練等を実施する等、児童

生徒の安全意識の向上を図っ

た。

◇1～４年および保護者で、緊急

下校訓練を実施した。

◇食物アレルギー対応研修、救

命救急講習会、携帯電話使用

に係る安全教室については保護

者にも参加していただき、計画

的に実施した。

◇PTA、警察、母の会と連携し、

通学路の危険箇所点検や交通

ルールの遵守を指導している。

A

（A)

□引き続き、関係機関と連

携して、安全管理、安全教育

を進める。

□講師を招聘した食物アレ

ルギーシュミレーション研修

を毎年年度当初に実施す

る。

□太子学舎において、次年

度も保護者の協力のもと、

緊急時の引き渡し訓練を実

施する。

〇

●家庭教育の分野になる

ことまでも学校に求めら

れ、負担が大きくなってい

るように感じる。しかし、児

童生徒が安全・安心に通

えるよう、学校づくりに尽力

していただきたい。

◆地区登校班のリーダー

に対し、安全指導を行うこ

とは大切である。
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日頃から環

境整備・施設

整備に努め

ている。

◎学校は環境美化や施設整備

に努め、学習環境が整ってい

る。

　保護者　　89%(８８％)

◇管理職、校務員を中心に校舎

の安全管理、施設管理に努めて

た。

◇学習意欲の喚起につながる

よう、各フロアの掲示として学習

教材、ワークシートの配置、ポス

ター掲示などを積極的に行っ

た。

A

（A)

□校舎や設備の老朽化等、

日常の些細な変化を捉え、

児童生徒が安全に過ごせる

よう町教委と連携を図る。

□掲示物等の工夫により、

児童生徒の学習意欲を高

める環境づくりを進める。

〇

●児童生徒がワクワクする

よう、工夫された掲示物が

校舎内に見られる。

懇談会・家庭

訪問を実施

し、連携でき

る機会をもっ

ている。

◎学校は、学校だより・学年通

信・ホームページなどで、学校

の様子を分かりやすく伝えてい

る。

　保護者　　90%(８５％)

◎家庭や地域と連携しながら、

わかりやすく情報発信を行って

いる。

　教職員　100%(１００％)

◇教員はきめ細かく家庭に連絡

を行い、丁寧な対応を行った。

◇栄養教諭が、給食ブログを毎

日HPにアップしている。

◇王南通信や学年通信を月１

回、学校ＨＰに掲載し、保護者や

地域に発信した。

Ａ

（A)

□学校に関する情報発信に

ついては、さらに分かりやす

い情報発信の在り方を、保

護者・地域等の意見を聞き

ながら検討する必要がある。

□通信等に関しては、各学

舎毎、同一日にメールによる

配信を行い、学校HPにアッ

プしたことを通知した。今後

は、児童生徒の活躍が伝わ

る通信を発信していく。

〇

◆学校と家庭がしっかりと

連携し、どの児童生徒も取

り残されることなく、共に見

守り、支えていける体制づ

くりが大切である。

外部の地域

人材を活用し

て、教育活動

を進めた。

◎学校は、保護者や地域の

方々、ボランティアの方々と連携

しながら教育活動を進めてい

る。

　保護者　92%(９０％)

◎保護者や地域の方々、ボラン

ティアの方々と連携しながら教

育活動を進めている。

　教職員　96%(９５%)

◇地域コーディネーターや保護

者ボランティアを中心に、１年生

の王南プラザや授業サポート等

に協力していただいた。

A

（A)

□保護者ボランティアを定

期的に募り、学習支援をとお

して学校を知る機会を充実

させる。

□外部人材の活用状況を

学年ごとに整理し、学校全

体で計画的、継続的に支援

いただけるようにしていく。

〇

◆ボランティアとして協力

する側も「好きな学校」で

あることを願う。

◆地域ボランティアの高齢

化に伴い、増員を希望す

る。

Ⅱ

　

学

校

運

営

に

関

す

る

も

の

３

地

域

と

共

に

あ

る

学

校

２

教

育

環

境

及

び

安

全

管

理

保護者・地域

住民との連

携・協力

（　　）内は昨年度の数値・評価を表している。


